総合福祉部会作業チーム（訪問系）第２回（2010年11月19日）
現時点におけるパーソナルアシスタンス制度にかんする論点整理








　　　　　岡部耕典

１．パーソナルアシスタンス（「介助」「個別包括支援」）の基本条件

(1)利用者の主導
「個々の障害者が自己選択、自己決定し行おうとすることをサポートする人がパーソナルアシスタント」「保護し、管理するのではなく、支援する」「当事者本人に主体性がある」「（非当事者・専門家の相談援助ではなく）当事者のピアカウンセラー」中西【D-2-1】
(2)個別の関係性

「見守り」「手伝ってもらう」「いっしょに」「どっかに行くとき、キップを買うとき、わかりやすくしてくれる人」「むずかしい話があったらそばで支援者に教えてもらいたい」小田島【D-2-3】
(3)包括性と継続性
「通勤中や勤務中での介護」「通学中や学校内での介護」「通院時」「入院時」…「ヘルパー制度が別建てとなっているのは不都合」「自分の体にあった特殊な介護方法に熟練したヘルパー」大濱【D-3-1】

２．医療的ケアを含む支援

「特定の者」が行う「自分でできないから手足代わりに実施してもらう」「医療的ケアを含む支援」（橋本【D-2-4】）は以上のような基本条件を適えることが前提で正当化できる。（本人や家族が行うことができる医療的ケアを、家族に準じる「個別の関係性」を持ち、実質的には本人が行うのと同等の「利用者の主導」のもとに在宅・学校・職場・移動等の日常生活の連続性において「包括的・継続的」に支援を行うアシスタントが提供することを否定する合理性はない）

一方で、介護等の有資格者であっても事業所が派遣する「不特定の者」が「個別の関係性」もなく専門家／事業所主導で医療的ケアを行うことは不適切ではないだろうか。
３．ダイレクトペイメント（直接支払い／直接雇用）
「パーソナルアシスタンスとは、いわゆるホームヘルプサービスなどのケアワークのオルタナティブとして、1970年代以降の自立生活運動を中心とする障害当事者運動のなかで求められ、…（中略）…基本的には①利用者による介護者の募集、②利用者と介護者の雇用計画、③利用者の指示に従った介護、④公費による介護費用の提供といったことが前提とされるものである。」（岡部2007,p.104）

障害者自立支援法における居宅介護や重度訪問介護では②利用者による介護者の直接雇用（及びその前提となる介護料のダイレクトペイメント）は前提となってはいない。しかし、「利用者の主導」「個別の関係性」「包括性と継続性」を前提とし、かつ研修や支援コーディネート等も含めて「利用者の直接雇用」の代替となる仕組みがあれば、必ずしもダイレクトペイメントは必須ではないのではないか。
４．パーソナルアシスタンス提供機構の形式要件：当事者主体のサービス供給組織

全国自立生活センター協議会の会員要件
にあるような(1)意志決定機関および実施機関の責任者が障害者であること、(2)意志決定機関の構成員の過半数が障害者であること、(3)権利擁護と情報提供を基本サービスとすること、などの要件を適える「当事者主体のサービス提供組織」は、②及び③（利用者の指示に従った介護）を自立生活センターという当事者主体のサービス供給組織が代替していると考えることもできるのではないか。
５．パーソナルアシスタンス及び提供機構の機能要件：自立支援と自律支援
「重度訪問介護の対象拡大」等の課題を踏まえれば、金銭管理などの認知的能力やいわゆる「自己選択・自己決定」の力が充分ではなくても「保護し、管理するのではなく、支援」されることを望む「当事者本人に主体性がある」利用者のための支援が必要になる。

アシスタントに求められる一般的な支援（自立支援）に対し、認知的な面や自己決定、制度利用及びアシスタントの利用支援を含む便宜の内容を「自律支援」としてまとめると資料のように整理できる。
その担い手としては、「当事者のピアカウンセラー」だけでなく、パーソナルアシスタント、さらに、サービスコーディネーターの機能として位置付けてもよいのではないか。
　なお、自律支援の便宜の内容はパーソナルアシスタンスの利用者に対して「相談援助」「ケアマネジメント」を代替しうる支援でもあり、障害者権利条約でその必要性が謳われている「成年後見制度のセーフガード」「支援を受けた自己決定(supported decision making)」の仕組みともなり得る可能性についても、積極的に検討されてもよいのではなないか。
６．重度訪問介護の在り方等について

　
「この法律において『重度訪問介護』とは、①重度の肢体不自由者であって②常時介護を要する障害者につき、③居宅における入浴、排せつ又は食事の介護その他の厚生労働省令で定める便宜及び外出時における入浴、排せつ又は食事の介護その他の厚生労働省令で定める便宜及び外出時における移動中の介護を総合的に供与することをいう。」（障害者自立支援法第5条2定義）
1 脳性まひ、頸椎損傷等による四肢麻痺　② 障害程度区分５以上　③　居宅介護の定義（障害者自立支援法第5条2）と同じ

「重度訪問介護は④日常生活全般に常時の支援を要する重度の肢体不自由者に対して身体介護、家事援助、日常生活に生じる様々な介護の事態に対応するための⑤見守り等の支援及び外出介護などが、⑥比較的長時間にわたり、⑦総合的かつ断続的に提供されるような支援を言うものであり、その報酬単価については、重度訪問介護従事者の一日あたりの費用（人件費及び事業所に係る経費）を勘案し８時間を区切りとする単価設定としているものである。」（2007年2月厚生労働省事務連絡）
すなわち、重度訪問介護とは、居宅介護と移動介護を総合的に提供する介護類型であり、（学校・職場・病院等における制約を抱えるものの）「見守り」を含む（必要な時間の支給決定に問題を残すものの）「比較的長時間」（具体的には８時間を区切りとする）「総合的断続的に提供」される(3)包括的・継続的な支援である。

また、その提供の多くが自立生活センター(CIL)あるいはその運営する居宅介護事業所などの当事者主体のサービス供給組織であることからは、研修の在り方や派遣ヘルパーの選定も含めて一定程度(1)利用者の主導、(2)個別の関係性が担保されているともいえるだろう。

一方で、その対象者については、「重度の肢体不自由者」に限定されており、「日常生活全般に常時の支援を要する」自閉／知的障害者や精神障害者、また、肢体不自由以外／中軽度の身体障害者はこの範囲に入っていない。このことについてどう考えていくか。
少なくとも、

・重度自閉／知的障害者で行動障害が激しい人（≒行動援護対象者）

・中軽度知的（発達）精神障害であっても、触法行為の恐れやトラブルが絶えない人

については、これまで入所施設や病院からの「地域移行」が困難とされてきた人たちであり、地域生活の継続には常時の「見守り支援」が欠かすことができない（小田島【D-2-3】Mさん、Hさんの事例）ことからは重度訪問介護の対象者に加えることが適切であろう。
しかし、その他の対象者についてはどうか（※１）また、児童の利用についてはどう考えるか（※２）また、在宅（家族同居）やグループホームで暮らす者の利用についてはどう整理するか（※３）
　さらには、家事援助、身体介護、移動支援（介護）、行動援護等は重度訪問介護と同様にパーソナルアシスタンスとして位置付けるべきか／可能か。位置付けるとしたならば、両者の関係整理は如何にあるべきか（※４）　　　
11月19日に実施予定の追加ヒアリング等も踏まえそういった点についても整理される必要がある。
【引用文献等】
岡部耕典(2006)『障害者自立支援法とケアの自律　―ダイレクトペイメントとパーソナルア

シスタンス』明石書店

岡部耕典(2010)『ポスト障害者自立支援法の福祉政策　―生活の自立とケアの自律を求め

て』明石書店

資料１　自立支援と自律支援の便宜の内容  
	類　　型
	便宜の内容

	自立支援
	・身体介護（入浴、排泄、食事、着替え、服薬、洗顔、歯磨き、髭剃り、爪切り等）

・家事援助（調理、食事準備、後かたづけ、買物、掃除、洗濯、布団干し、ごみ捨、整理整頓等）

・移動介護（公共機関、通院、余暇活動、買物、会議への参加等）

・行動援護（強度行動障害に対する予防的・制御的・身体介護的対応）

＜上記の便宜の内容に加えて下記等を含み、かつそれが統一的に提供されることが必要＞

・見守り（上記内容を本人が実行するための声かけ、自傷・他害防止含む）

・コミュニケーション支援

・金銭利用支援（お金を下ろす手伝い、買物の際のお金に関するサポート）

・話相手

・人間関係の調整

・緊急時の対応（体調不良時の病院への付添、事故、近所とのトラブル等）

	自律支援
	・行政手続の援助

・金銭管理の支援（銀行口座の開設、家賃・光熱費の引落、お金の下ろしかたや使い方の相談）

・健康管理の支援（病院を選ぶ相談、病院への同行、病気の内容や薬に関する説明、薬の管理等）

・１週間、１ヶ月、１年という単位での生活のプラン作りの支援

・社会資源のコーディネート（ヘルパーを入れる時間の相談、事業所との調整、日中活動の場を一緒に探すこと等）

・就労の支援（求人広告を一緒に見てできそうなことを一緒に探す、面接への同行、ジョブコーチ等）

・悩み事や日常生活で困った場合（例えばエアコンの操作がうまくできない等）への電話での対応
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